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１　

は
じ
め
に
―
一
七
一
〇
年
法
（
ア
ン
法
）
の
成
立
―

　

世
界
で
最
初
の
著
作
権
法
は
、
一
七
一
〇
年
に
英
国
で
成
立
し
た
ア
ン
法
（the Statute of A

nne

）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る）

1
（

。

　

ア
ン
法
は
、「
著
作
者
に
書
籍
を
印
刷
し
、
再
印
刷
し
、
複
製
す
る
権
利
を
譲
渡
す
る
唯
一
の
権
利
と
自
由
を
与
え
る
」
と
規
定
し
、
著

作
者
（A

uthor

）
に
印
刷
・
出
版
の
権
利
を
付
与
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ア
ン
法
が
成
立
す
る
ま
で
は
印
刷
・
出
版
の
権
利
は
印
刷
業
者
や
出
版
業
者
が
有
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
一
六
六
二
年
印
刷
許
可
法
の
時

代
で
あ
る
。

　

印
刷
許
可
法
の
時
代
、
国
王
は
、
書
籍
の
印
刷
・
出
版
す
る
権
利
を
印
刷
業
者
や
出
版
業
者
に
独
占
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
の
目
的
は
検
閲

で
あ
り
、
政
府
や
教
会
に
対
す
る
「
中
傷
的
、
扇
動
的
（libelous and seditious

）」
な
出
版
を
禁
圧
し
て
い
た）

2
（

。
創
作
の
成
果
を
保
護

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

印
刷
許
可
法
は
、
一
六
九
五
年
に
英
国
議
会
で
廃
止
さ
れ
、
印
刷
・
出
版
の
独
占
権
を
印
刷
業
者
や
出
版
業
者
か
ら
奪
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
印
刷
業
者
や
出
版
業
者
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
著
作
者
の
権
利
と
い
う
考
え
方
で
あ

っ
た
。

　

当
時
の
様
子
を
知
る
た
め
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
が
残
し
た
文
献
が
参
考
に
な
る
。
一
六
九
四
年
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
、
印
刷
・
出

版
の
独
占
権
の
廃
止
を
擁
護
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
友
人
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ラ
ー
ク
議
員
に
宛
て
た
覚
書
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

3
（

。

「
特
定
の
個
人
や
会
社
が
い
に
し
え
の
著
作
に
つ
い
て
印
刷
の
特
許
を
独
占
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
人
の
学
習

を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
存
命
し
て
い
る
著
作
物
の
著
作
者
か
ら
原
稿
を
購
入
し
た
者
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
著
作
者
の
死
後
ま
た
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は
印
刷
の
と
き
か
ら
数
年
、
お
そ
ら
く
五
〇
年
ま
た
は
七
〇
年
に
財
産
権
（property

）
を
制
限
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。」

　

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
、
印
刷
業
者
や
出
版
業
者
に
よ
る
永
久
的
な
印
刷
・
出
版
の
独
占
に
は
弊
害
が
あ
り
制
限
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
お
よ

び
印
刷
・
出
版
に
関
す
る
権
利
は
著
作
者
の
固
有
の
権
利
と
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
著
作
者
の
権
利
に
つ
い

て
は
、
著
作
者
の
生
存
の
間
お
よ
び
死
後
数
十
年
間
の
権
利
と
し
て
保
護
す
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
こ
れ
ら
の
提

言
は
そ
の
後
の
著
作
権
法
の
行
く
べ
き
道
を
指
し
示
す
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
、
翌
一
六
九
五
年
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ラ
ー
ク
議
員
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
印
刷
・
出
版
の
権
利
の
法

的
性
質
が
、
著
作
者
の
「
国
有
権
」
に
基
づ
く
「
財
産
権
（the author’s property

）」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
自
然
法
を
背
景

と
し
た
「
労
働
価
値
論
（the labour theory of value

）」
が
根
拠
に
な
っ
て
い
る）

4
（

。

「
著
作
者
の
財
産
権
を
保
全
す
る
た
め
に
（to secure the author’s property

）
は
、
全
て
の
書
籍
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
伝
記
、
印

刷
物
は
、
著
作
者
の
許
諾
な
し
に
は
（w

ithout authority given in w
riting by the author

）、
再
出
版
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。）

5
（

」

　

ア
ン
法
成
立
の
背
景
と
し
て
は
、
一
六
八
八
年
の
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
国
王
の
権
力
が
衰
退
し
た
と
い
う
政
治
的
背
景
が
あ
っ
た
が
、
そ

れ
と
と
も
に
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
思
想
の
影
響
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
ア
ン
法
の
下
で
も
ま
だ
ま
だ
印
刷
業
者
や
出
版
業
者
ら
の
時
代
は
続
い
て
お
り
、
書
籍
の
独
占
は
彼
ら
の
手
に
握
ら
れ
て
い

た
。
彼
ら
は
、
書
籍
の
原
稿
を
著
作
者
で
あ
る
作
者
か
ら
購
入
し
著
作
権
者
と
し
て
印
刷
出
版
業
組
合
（the Stationers’ C

om
pany

）
に

登
録
（E

ntry

）
し
て
独
占
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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２　

ア
ン
法
か
ら
一
九
一
一
年
法（

（
（

ま
で
の
権
利
の
客
体
に
つ
い
て

　

次
に
、
一
七
一
〇
年
の
ア
ン
法
以
降
、
言
語
の
著
作
物
が
、
ど
の
様
に
保
護
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

　

ア
ン
法
で
は
、
著
作
権
の
保
護
対
象
を
「
書
籍
」（books

）
に
限
定
し
て
い
た
。

　
「
書
籍
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
を
お
い
て
い
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
創
作
性
（originality

）」
に
つ
い
て
の
言
及
も
な
い
。

　

一
八
一
四
年
に
成
立
し
た
著
作
権
法）

7
（

（
以
下
、
一
八
一
四
年
法
と
い
う
）
は
、
著
作
権
の
存
続
期
間
を
著
作
者
の
「
生
存
期
間
」
と
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る）

8
（

。

　

し
か
し
、
権
利
の
客
体
に
つ
い
て
は
、「
書
籍
」
に
限
定
し
、
創
作
性
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。

　

一
八
四
二
年
法
は
ど
う
だ
っ
た
の
か）

9
（

。

　

同
法
は
後
述
の
よ
う
に
英
国
下
院
議
員
ト
ー
マ
ス
・
タ
ル
フ
ォ
ー
ド
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
法
律
で
、
著
作
権
の
存
続

期
間
を
著
作
者
の
生
存
の
間
を
超
え
て
、
プ
ラ
ス
七
年
と
し
た
（
同
法
三
条
）
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る）
₁₀
（

。

　

同
法
も
、
権
利
の
客
体
は
「
書
籍
」
と
し
て
い
た
が
、
定
義
規
定
を
お
い
た
。

　

す
な
わ
ち
、「
書
籍
」
は
、
狭
義
の
書
籍
の
ほ
か
に
も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
活
字
印
刷
物
、
楽
譜
、
地
図
、
海
図
、
設
計
図
な
ど
を
含
む

も
の
と
し
て
い
た）
₁₁
（

。

　

た
だ
、「
創
作
性
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
条
文
上
は
「
創
作
性
」
の
要
件
に
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
裁
判
例
は
一
歩
踏
み
込
ん
で
い
た
。
後
に
詳
し
く
み
る

一
七
四
〇
年
のG

yles v. W
ilcox

事
件
で
は
、
す
で
に
、
要
約
（abridgem

ent
）
に
関
し
て
、
他
人
の
著
作
物
の
「
実
質
的
部
分
の
利
用
」

が
あ
れ
ば
侵
害
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
八
三
五
年
のD

’A
lm

aine v. B
oosey

事
件
で
は
、
楽
曲
の
編
曲
に
関
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し
て
、
他
人
の
著
作
物
か
ら
「
創
意
の
価
値
の
あ
る
部
分
」
の
取
り
込
み
が
あ
れ
ば
侵
害
判
断
を
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
八

四
二
年
法
当
時
、
既
に
、
創
作
性
の
萌
芽
と
い
う
べ
き
概
念
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
裁
判
例
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
、
一
九
一
一
年
法
は
、「
創
作
性
」
の
要
件
を
法
文
上
明
示
す
る
に
至
っ
た
。
一
九
一
一
年
法
は
、

著
作
権
の
保
護
対
象
を
「
創
作
性
の
あ
る
言
語
的
、
演
劇
的
、
音
楽
的
そ
し
て
芸
術
的
著
作
物
」
と
規
定
し
た）
₁₂
（

。

　

ち
な
み
に
、
制
定
法
と
し
て
「
創
作
性
」
を
規
定
し
た
の
は
、
一
九
一
一
年
法
が
初
め
て
で
は
な
い
。

　

一
八
六
二
年
の
「
絵
画
、線
画
、写
真
（paintings, draw
ings, and photographs

）
に
関
す
る
著
作
権
法
（F

ine A
rts A

ct

）」
で
は
、

創
作
性
（original

）
の
要
件
が
登
場
し
て
い
る
。

　

よ
り
古
く
は
、一
八
一
四
年
彫
刻
著
作
権
法
で
、「
新
た
で
か
つ
創
作
的
な
（new

 and original

）」
と
の
用
語
が
登
場
し
て
い
る
。
た
だ
、

同
法
は
内
容
に
矛
盾
が
あ
り
法
律
と
し
て
は
機
能
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
後
掲
（
注
32
）
ト
ー
マ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
ク
ラ
ッ

ト
ン
二
〇
二
頁
参
照
）。

３　

一
八
四
二
年
法
の
成
立
―
残
存
余
命
を
超
え
た
存
続
期
間
の
延
長
―

　

⑴ 　

一
八
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
英
国
で
は
新
聞
や
雑
誌
の
市
場
が
形
成
さ
れ
、
作
家
、
詩
人
、
批
評
家
な
ど
が
パ
ト
ロ
ン
か
ら
次
第
に

自
立
し
、
職
業
と
し
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
、
サ
ウ
デ
ィ
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
時
代
で
あ
る
。

　

当
時
、
著
作
権
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
少
し
脇
道
に
そ
れ
る
が
、
著
作
権
の
存
続
期
間
の
問
題

に
触
れ
て
お
き
た
い
。
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⑵ 　

サ
ウ
デ
ィ
は
、
一
八
一
三
年
に
著
し
た
書
簡
集
Ⅱ
（
三
二
〇
頁
）
で
著
作
権
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
文
学
的
な
財
産
は
他
の
財
産
と
同
じ
よ
う
に
相
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
私
の
文
学
上
の
労
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
財
産
を
二

八
年
間
で
私
と
相
続
人
か
ら
取
り
上
げ
る
の
は
公
正
で
は
な
い
。」

　

同
様
に
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
、
ロ
ン
ズ
デ
ー
ル
公
に
宛
て
た
書
簡
で
、「
私
が
作
家
と
し
て
無
心
に
生
涯
を
か
け
た
著
作
物
に
つ
い
て
、

私
の
家
族
へ
の
金
銭
的
見
返
り
を
期
待
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
法
が
著
作
権
に
介
入
し
て
、
私
の
著
作
物
が

私
の
死
後
﹃
公
有
財
産
﹄
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
国
に
異
議
を
述
べ
た
い）
₁₃
（

。」
と
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

　

著
作
物
の
財
産
的
価
値
に
着
眼
し
、
著
作
権
を
他
の
財
産
権
と
同
様
に
扱
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
四
二
年
法
で
は
、
著
作
権
の
存
続
期
間
は
著
作
者
の
「
生
存
の
間
」
＋
七
年
間
と
さ
れ
、
初
め
て
著
作
者
の
死
亡
後
も
権
利
が
存
続

す
る
こ
と
と
し
た
。
当
初
、
存
続
期
間
は
よ
り
長
い
期
間
で
決
着
す
る
か
に
見
え
た
が
、
啓
蒙
主
義
的
見
地
か
ら
の
反
対
が
生
じ
、
こ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
決
着
を
見
た
の
で
あ
る
。
当
時
議
会
で
は
タ
ル
フ
ォ
ー
ド
が
著
作
権
の
存
続
期
間
の
伸
長
（
生
存
の
間
＋
六
〇
年
）
を
目
的

と
し
た
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ッ
コ
ウ
レ
イ
下
院
議
員
な
ど
の
反
対
派
は
、「
独
占
に
よ
り
、
商
品
は
市
場
に
出
な

く
な
り
、
高
価
に
な
る
。」
ま
た
、「
著
作
権
使
用
料
の
徴
収
は
文
芸
著
作
物
に
対
す
る
﹃
租
税
﹄
で
あ
る
。」
と
訴
え
て
反
対
意
見
を
展
開

し
た
。
タ
ル
フ
ォ
ー
ド
と
マ
ッ
コ
ウ
レ
イ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
を
譲
ら
ず
、存
続
期
間
の
伸
長
問
題
の
調
整
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
が
、

最
後
は
、
当
時
下
院
の
院
内
総
務
で
、
そ
の
前
後
に
首
相
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ル
に
よ
っ
て
妥
協
案
が
作
成
さ
れ
、
結
局
、
政
治
決

着
に
よ
り
、
一
八
四
二
年
法
は
生
存
の
間
＋
七
年
で
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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一
九
一
一
年
法
が
成
立
す
る
ま
で
の
状
況

⑴　

著
作
権
法
乱
立
の
時
代

ア�　

英
国
で
は
、
著
作
物
ご
と
に
多
く
の
著
作
権
法
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
乱
立
し
た
状
況
は
統
一
法
で
あ
る
一
九
一
一
年
法
が
成
立
す

る
ま
で
続
い
て
い
た
。

　

 　

一
八
七
八
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
王
立
著
作
権
委
員
会
報
告
書）
₁₄
（

は
、
そ
の
後
の
一
九
一
一
年
法
成
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
、
ど
の
様
な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

 　

ま
ず
、
同
報
告
書
は
、
著
作
権
は
財
産
権
（a proprietary right

）
と
し
て
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
同
報
告

書
六
項
）。
創
作
性
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

　

 　

さ
ら
に
、
同
報
告
書
は
、
当
時
の
著
作
権
法
の
状
況
に
つ
い
て
三
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
以
下
に
、
同
報
告
書
を
引
用
す
る
。

　

 　

ま
ず
、
第
一
は
、
現
在
の
各
法
を
研
究
し
て
み
る
と
、
全
く
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
完
全
で
、
か
つ
曖
昧
で
、
た
と
え
長
い
検
討
に

よ
っ
て
そ
の
意
味
が
明
確
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
箇
所
で
間
違
っ
た
表
現
が
な
さ
れ
て
お
り
、
結
局
、
誰
も
そ
の
内
容
を
統
一
的

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
（
同
報
告
書
七
項
）。

　

 　

第
二
は
、
著
作
権
法
の
根
底
に
存
在
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
の
法
理
が
未
だ
に
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
よ
く
知
ら
れ

た
、M

illar v. T
aylor

）
₁₅
（

、D
onaldson v. B

ecket

）
₁₆
（

、
お
よ
びJeffreys v. B

oosey

）
₁₇
（

に
お
い
て
も
、
著
名
な
裁
判
官
は
異
な
る
意
見
を
表

明
し
て
い
る
（
同
報
告
書
八
項
）。

　

 　

第
三
は
、
一
七
三
五
年
か
ら
一
八
七
五
年
ま
で
の
間
に
、
議
会
は
一
四
の
著
作
権
法
を
成
立
さ
せ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
統
一
性
の
な
い

異
な
る
ス
タ
イ
ル
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
（
同
報
告
書
八
頁
）。
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イ　

さ
ら
に
、
同
報
告
書
は
当
時
の
著
作
権
法
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

ⅰ　

要
約
（abridgem

ent

）
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
低
廉
な
読
み
物
の
提
供
と
い
う
観
点
か
ら
、「
要
約
」
は
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
「
要
約
」
は
、
創
作
的
表
現
を
含
む
か
、
単
な
る
複
製
か
に
よ
っ
て
、
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
判
断
さ
れ
た
。
た
だ
、
許
容
さ
れ
る
「
要

約
」
で
あ
っ
て
も
、
市
場
へ
の
影
響
に
よ
っ
て
は
原
著
作
物
の
著
作
者
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
原
著
作
物
の
著
作
者
の
同
意
が
な
い

限
り
、「
要
約
」
は
著
作
権
法
上
許
容
さ
れ
な
い
と
い
う
取
扱
い
を
推
奨
し
た
い
。）
₁₈
（

　

ⅱ　

演
劇
（D

ram
atic pieces

）
お
よ
び
楽
曲
（M

usical com
positions

）
に
つ
い
て

　

演
劇
と
楽
曲
の
共
通
点
は
、
印
刷
物
の
出
版
の
権
利
（the right of printed publication

）
と
上
演
及
び
公
の
演
奏
の
権
利
（the 

right of public perform
ance

）
の
二
つ
の
権
利
が
併
存
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
従
っ
て
、
両
者
を
同
様
に
扱
う
の
が
妥
当
で
あ
る
。
多

く
が
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
公
に
上
演
及
び
演
奏
さ
れ
る
。
演
劇
も
楽
曲
も
出
版
さ
れ
る
と
書
籍
と
扱
わ
れ
る
。
問
題
は
、

出
版
さ
れ
た
が
上
演
及
び
演
奏
前
の
上
演
及
び
演
奏
の
権
利
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る）
₁₉
（

。

　

ⅲ　

小
説
の
演
劇
化
（D

ram
atization of N

ovels

）

　

小
説
の
物
語
（story

）
は
、
演
劇
の
舞
台
に
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
と
き
に
は
あ
る
部
分
が
丸
ご
と
演
劇
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
演
劇
化
で
あ
っ
て
も
（
同
意
の
な
い
も
の
は
）
小
説
家
の
不
満
を
呼
ぶ
し
、
小
説
家
の
金
銭
的
お
よ
び
社
会
的
損
失
は
甚
大

で
あ
る
。
小
説
家
の
金
銭
的
損
失
は
、
同
意
の
上
で
な
さ
れ
て
い
た
ら
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
喪
失
に
相
当
す
る
。
著
作
物
は
、
頭
脳
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の
所
産
（the product of a m

an’s brain

）
で
あ
り
、
他
の
者
が
そ
れ
を
収
穫
す
る
こ
と
は
不
公
正
で
あ
る
。
ま
た
、
著
作
権
法
は
創
作

的
作
品
に
含
ま
れ
て
い
る
自
由
に
使
用
で
き
る
ア
イ
デ
ア
の
利
用
を
妨
害
し
な
い）
₂₀
（

。

　

ⅳ　

講
義
（L

ectures

）

　

講
義
の
著
作
者
は
、
講
義
を
出
版
す
る
権
利
を
保
有
し
て
い
る
。
講
義
の
著
作
者
に
は
、
再
授
業
を
阻
止
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

　

ま
た
、
著
名
な
学
者
の
講
義
の
場
合
、
新
聞
記
者
が
記
録
を
取
り
新
聞
に
掲
載
す
る
慣
行
が
あ
る
が
、
こ
の
慣
行
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
場
合
も
、
講
義
の
著
作
者
の
権
利
は
侵
害
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
望
め
ば
そ
の
出
版
を
拒
否
す
る
権
利
を
与
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う）
₂₁
（

。

　

ⅴ　

新
聞
（N

ew
spaper

）

　

新
聞
が
著
作
物
か
ど
う
か
は
、
裁
判
例
上
争
い
が
あ
り
、
確
定
し
て
い
な
い）
₂₂
（

。

　

ⅵ　

純
粋
芸
術
（F

ine arts

）

　

彫
版
（engraving

）、
エ
ッ
チ
ン
グ
（eching

）
に
つ
い
て
は
別
に
著
作
権
法
が
存
在
し
た
。
絵
画
（painting

）、
線
画
（draw

ing

）、

お
よ
び
写
真
（photograph

）
等
に
つ
い
て
は
、
一
八
六
二
年
法
で
保
護
さ
れ
る
。
両
者
の
存
続
期
間
は
異
な
る
が
統
一
す
べ
き
で
あ
る
。

　

彫
刻
（sculpture

）
は
、
多
く
の
点
で
絵
画
や
彫
版
と
異
な
る
が
、
全
て
の
純
粋
芸
術
は
可
能
な
限
り
同
様
に
取
り
扱
う
の
が
妥
当
で
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あ
る
。

　

絵
画
に
つ
い
て
は
、
著
作
者
が
絵
画
を
相
当
な
対
価
で
売
却
し
た
と
き
は
、
権
利
を
留
保
し
な
い
限
り
、
著
作
権
を
失
う
。
但
し
、
肖
像

画
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
取
り
扱
い
を
す
べ
き
で
あ
る）
₂₃
（

。

ウ�　

こ
の
様
に
、
著
作
物
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
が
異
な
り
、
各
法
の
統
一
的
理
解
は
困
難
を
極
め
た
。
ち
な
み
に
、
著
作
権
の
存
続
期
間
に

つ
い
て
は
、
書
籍
は
、
発
行
の
時
か
ら
四
二
年
ま
た
は
著
作
者
の
生
存
の
間
＋
七
年
で
あ
り
、
彫
版
は
、
最
初
の
発
行
の
時
か
ら
二
八
年

で
あ
り
、
彫
刻
は
、
最
初
の
展
示
の
時
か
ら
一
四
年
間
で
あ
っ
た
。
絵
画
、
線
画
お
よ
び
写
真
は
、
著
作
者
の
生
存
の
間
＋
七
年
で
あ
っ

た
。
演
劇
は
、
書
籍
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
楽
曲
は
、
出
版
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
籍
と
同
様
と
さ
れ
て
い
た
が
、
未
発
行
の
楽
曲
の

存
続
期
間
は
永
久
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

 　

ま
た
、
登
録
（registration

）
と
の
関
係
を
み
る
と
、
書
籍
や
絵
画
に
つ
い
て
は
登
録
制
度
が
存
在
し
た
が
、
演
劇
、
講
義
、
彫
刻

に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　

 　

ジ
ョ
ン
・
レ
リ
ー
は
、「
法
は
混
乱
し
て
お
り
、
全
て
を
廃
止
し
て
一
本
化
し
、
相
互
に
矛
盾
の
な
い
、
明
確
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る）
₂₄
（

。
著
作
権
法
を
一
本
化
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
　

一
九
一
一
年
法
成
立
前
の
英
国
で
は
、
統
一
法
の
成
立
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。

エ　

著
作
物
ご
と
に
時
系
列
的
に
、
各
著
作
権
法
の
成
立
と
改
正
を
整
理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 　

彫
版
（engraving

）
に
関
し
て
は
、
一
七
三
四
年
法
が
最
初
で
、
そ
の
後
一
七
六
六
年
法
、
一
七
七
七
年
法
、
一
八
三
六
年
法
、
お

よ
び
一
八
五
二
年
法
の
改
正
法
が
順
次
成
立
し
て
い
た）
₂₅
（

。
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彫
刻
（sculpture

）
に
関
し
て
は
、
一
七
九
八
年
法
の
後
、
改
正
法
と
し
て
一
八
一
四
年
法
が
存
在
し
て
い
た）
₂₆
（

。

　
　

絵
画
、
線
画
、
お
よ
び
写
真
（painting, draw

ing, and photograph

）
に
関
し
て
は
、
一
八
六
二
年
法
が
成
立
し
て
い
る）
₂₇
（

。

　

 　

音
楽
（m

usic

）
に
関
し
て
は
、
一
八
三
三
年
法
が
最
初
で
、
そ
の
後
、
改
正
法
と
し
て
一
八
四
二
年
法
、
一
八
八
二
年
法
、
一
八
八

八
年
法
が
順
次
成
立
し
て
い
た）
₂₈
（

。

　
　

演
劇
（dram

a
）
に
関
し
て
は
、
一
八
三
三
年
法
が
あ
る）
₂₉
（

。

　
　

講
義
（lecture
）
に
関
し
て
は
、
一
八
三
五
年
法
が
あ
る）
₃₀
（

。

　

 　

国
際
著
作
権
法
（International C

opyright L
aw

）
に
関
し
て
は
、一
七
三
九
年
法
を
皮
切
り
に
、一
八
三
八
年
法
、一
八
四
四
年
法
、

一
八
四
七
年
法
、
一
八
五
二
年
法
、
一
八
七
六
年
法
、
一
八
八
六
年
法
が
存
在
し
て
い
た）
₃₁
（

。

⑵　

著
作
権
法
上
の
権
利
の
客
体
の
状
況

ア
　「
書
籍
」
に
つ
い
て

　

一
八
四
二
年
法
は
、「
書
籍
」
を
権
利
の
客
体
と
し
て
保
護
し
た
が
、「
書
籍
」
に
は
、
狭
義
の
書
籍
の
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
活
字
印

刷
物
、
楽
譜
、
地
図
、
海
図
、
設
計
図
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
研
究
者
で
か
つ
実
務
家
で
も
あ
っ
た
Ｔ
・
Ｅ
・
ス
ク
ラ
ッ
ト
ン
は
、
一
九
〇
三
年
に
出
版
し
た
「
著
作
権
法
」
で

「
書
籍
」
に
つ
い
て
、
同
法
（
一
八
四
二
年
法
）
の
目
的
は
、
有
用
な
書
籍
（useful books

）
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
僅
か
ば
か

り
の
有
用
性
（very little usefulness

）」
が
あ
れ
ば
法
的
保
護
に
十
分
で
あ
る
と
し
て
い
る）
₃₂
（

。
著
作
物
の
範
囲
に
関
し
て
有
用
性
に
言
及

し
て
お
り
、
当
時
の
考
え
方
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　
「
書
籍
」
の
範
囲
に
関
す
る
裁
判
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
こ
う
。
そ
こ
に
は
、
創
作
性
の
概
念
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
。
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①C
able v. M

arks

事
件
（
一
八
八
二
年
）

　

最
初
の
例
は
、
投
影
カ
ー
ド
に
関
す
る
も
の
で
、
カ
ー
ド
上
に
貫
通
し
た
穴
で
詩
が
書
か
れ
て
お
り
、
カ
ー
ド
に
光
を
あ
て
る
と
詩
が
壁

に
投
影
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る “Shadow

 of C
ross” 

と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
「
書
籍
」
性
が
問
題
に
な
っ
た
。

　

裁
判
所
は
、同
カ
ー
ド
は
、「
言
語
的
産
物
と
は
い
え
な
い
（not a literary production in any sense of the w

ords

）」
と
し
て
、「
書

籍
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た）
₃₃
（

。

　

文
字
的
表
現
の
全
て
が
著
作
権
保
護
の
対
象
に
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　　

②M
aple v. Junior A

rm
y and N

avy Stores

事
件
（
一
八
八
二
年
）

　

次
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
が
、「
単
な
る
名
前
の
リ
ス
ト
（m

erely a dry list of nam
es

）」
や
、「
商
品
を
販
売
す
る
際

の
常
套
文
句
（announcem

ent w
hich everybody m

ight sell and announce for sale

）」
は
、
著
作
権
法
上
保
護
さ
れ
な
い
と
し
て

い
る）
₃₄
（

。

　

単
純
な
事
実
の
羅
列
や
常
套
的
文
言
で
独
自
性
の
な
い
文
章
は
書
籍
と
し
て
保
護
し
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　　

③C
hilton v. P

rogress P
rinting and P

ublishing C
o. 

事
件
（
一
八
九
五
年
）

　

三
つ
目
は
、
馬
の
名
称
と
レ
ー
ス
名
称
だ
け
が
書
か
れ
た
競
馬
レ
ー
ス
予
想
表
で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
、「
単
な
る
意
見
の
表
明
（m

erely the expression of an opinion w
hich could not be m

onopolized

）」
と
し
て
、「
書

籍
」
性
を
否
定
し
て
い
る）
₃₅
（

。

　

独
占
さ
せ
る
と
弊
害
が
生
じ
る
言
語
的
表
現
に
つ
い
て
著
作
物
性
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
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④B
oosey v. W

hight

事
件
（
一
九
〇
〇
年
）

　

自
動
演
奏
ピ
ア
ノ
用
の
ロ
ー
ル
（
穴
が
開
い
て
い
る
）
の
書
籍
性
が
問
題
に
な
っ
た
。
裁
判
所
は
、「
書
籍
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ロ
ー
ル
は
「
機
械
的
装
置
（m

echanical device

）」
で
あ
り
、
ロ
ー
ル
に
書
か
れ
た
ピ
ア
ノ
ま
た
は
フ
ォ
ル
テ
と

い
う
文
章
に
つ
い
て
は
「
重
要
で
な
い
付
加
物
（unim

portant adjuncts

）」
で
あ
る
と
し
て
い
る）
₃₆
（

。

　

装
置
の
一
部
で
機
能
的
な
も
の
は
著
作
権
法
で
は
保
護
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

イ
　
絵
画
、
線
画
、
お
よ
び
写
真
に
つ
い
て

　

絵
画
（painting

）、
線
画
（draw

ing
）、
お
よ
び
写
真
（photograph

）
は
、
一
八
六
二
法
で
保
護
さ
れ
て
い
た
。
同
法
は
、
著
作
者

は
「
複
製
（coping

）、
彫
版
（engraving
）、
再
製
（reproduce

）、
複
写
（m

ultiplying

）
す
る
唯
一
か
つ
排
他
的
な
権
利
を
有
す
る
」

と
規
定
し
て
い
る
（
一
条
））
₃₇
（

。

　

上
述
し
た
と
お
り
、
英
国
で
は
彫
版
、
エ
ッ
チ
ン
グ
、
印
刷
は
、
絵
画
、
線
画
お
よ
び
写
真
と
区
別
さ
れ
、
一
七
三
四
年
法
等
で
保
護
さ

れ
て
い
た
。
リ
ト
グ
ラ
フ
や
印
刷
し
た
絵
画
が
保
護
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
っ
た
が
、
一
八
六
二
年
法
に
よ
っ
て
明
確
に
保
護
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る）
₃₈
（

。

　

一
九
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
た
エ
バ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ク
ジ
リ
ブ
レ
ー
の
「
著
作
権
法
」
に
よ
る
と
、
当
時
、
絵
画
、
線
画
、
ま
た
は

写
真
の
著
作
物
性
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る）
₃₉
（

。

　

当
該
絵
画
、
線
画
お
よ
び
写
真
が
、「
良
い
、
悪
い
、
ま
た
は
下
手
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
（w

ill not inquire as to w
hether ...is 

good, bad, or indifferent

）。
そ
れ
が
対
象
物
を
光
、
影
、
ま
た
は
色
彩
の
手
段
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
る
。）
₄₀
（

」
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ま
た
、
絵
画
の
性
質
を
有
す
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
は
著
作
物
で
あ
り
、「
芸
術
性
が
付
加
さ
れ
て
い
る
（a w

ork of art is 

put
）」
か
は
重
要
で
は
な
い
。
反
対
に
、単
な
る
幾
何
学
的
な
図
形
（m

erely geom
etrical figures

）
ま
た
は
装
飾
的
な
点
や
線
（fancy 

dots and lines

）
の
保
護
に
つ
い
て
は
疑
問
を
留
保
し
て
い
る）
₄₁
（

。

　

絵
画
、
線
画
お
よ
び
写
真
の
著
作
物
の
特
徴
を
と
ら
え
な
が
ら
も
、
本
質
的
に
は
文
学
的
著
作
物
と
大
き
く
異
な
る
考
え
方
は
と
っ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

他
人
の
著
作
物
の
利
用
に
関
し
て
は
、「
線
画
」
に
関
す
るT

hom
as v. T

urner 

事
件
（
一
八
八
六
年
）
が
参
考
に
な
る
。

　

裁
判
所
は
、「
既
存
の
線
画
に
改
変
を
加
え
た
単
な
る
再
製（m

erely a reproduction w
ith im

provem
ents of a previous draw

ing

）」

は
、
著
作
物
と
し
て
は
保
護
さ
れ
ず
、「
追
加
や
改
良
が
本
質
的
（substantial

）
で
あ
れ
ば
著
作
権
は
付
与
さ
れ
る
。」
と
し
た）
₄₂
（

。

　

さ
ら
に
、
ス
ク
ラ
ッ
ト
ン
は
、
画
家
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、「
芸
術
家
は
、
風
景
や
目
的
物
そ
れ
自
体
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

単
に
他
人
の
表
現
し
た
風
景
を
複
製
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
し
て
い
る）
₄₃
（

。

　

絵
画
に
関
し
て
創
作
性
の
本
質
を
突
い
た
指
摘
で
あ
り
興
味
深
い
。

⑶　

裁
判
例
に
現
れ
た
「
創
作
性
」
の
概
念

　

英
国
法
に
お
い
て
創
作
性
概
念
が
何
時
ご
ろ
形
成
し
た
の
か
、
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

一
八
一
四
年
法
以
前
の
裁
判
例
で
、「
創
作
性
」
の
存
在
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
し
て
は
、
一
八
〇
九
年
のL

ongm
an v. W

inchester

事
件）
₄₄
（

（
以
下
、
ロ
ン
グ
マ
ン
事
件
と
い
う
）
が
あ
る
。

　

こ
の
事
件
は
、
被
告
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
が
、
原
告
の
ロ
ン
ド
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
を
無
断
複
製
し
た
事
案
で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
、
被
告
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
、「
創
作
的
労
働
の
公
正
な
成
果
（the fair fruit of original labour

）」
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と
い
え
る
か
、「
単
な
る
創
作
性
の
あ
る
著
作
物
の
複
製
（a m

ere copy of an original w
ork

）」
に
過
ぎ
な
い
か
と
い
う
判
断
基
準
を

立
て
、
結
論
と
し
て
は
被
告
の
侵
害
を
認
め
た
。

　

原
告
の
ロ
ン
ド
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
は
一
二
个
月
分
の
暦
で
構
成
さ
れ
、
各
月
欄
は
、
公
現
祭
、
国
王
の
誕
生
日
、
旧
ク
リ
ス
マ
ス
祭
等
の
記

念
日
の
記
載
欄
、
日
の
出
日
の
入
り
の
記
載
欄
、
月
の
満
ち
欠
け
欄
、
天
気
予
報
と
風
向
き
欄
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
植
樹
時
期
、
各
時
期

に
蒔
く
の
が
適
切
な
種
欄
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
た
。

　

被
告
は
、
原
告
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
大
半
を
複
製
し
て
い
た
が
、
同
様
に
、
多
く
の
追
加
や
訂
正
を
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
六
五
頁
に
わ
た

っ
て
新
規
事
項
を
追
加
し
て
い
た
。
被
告
は
、
自
分
た
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
「
新
し
い
も
の
（a new

）」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
主
張
し
た）
₄₅
（

。

　

大
法
官
エ
ル
ド
ン
（T

he L
ord C

hancellor E
ldon

）
は
、「
他
人
の
労
働
と
技
能
（the labour and skill of another person

）」
を

単
に
利
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
被
告
が
、
原
告
の
著
作
物
を
単
に
複
製
（copying

）
し
た
に
過
ぎ
ず
、「
他
人
が
供
給
し

た
労
働
（labour

）
と
技
能
（skill

）
を
再
利
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
」
の
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
は
そ
の
行
為
を
侵
害
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

判
断
し
た）
₄₆
（

。

　

ロ
ン
グ
マ
ン
事
件
判
決
が
出
る
ま
で
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
裁
判
官
の
次
の
様
な
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

　

Sayre v. M
oore

事
件
（
一
七
八
五
年
）（
以
下
、
セ
イ
ヤ
ー
事
件
と
い
う
）
で
は
、
被
告
は
、
原
告
の
海
洋
図
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
複
製

し
て
い
た
が
、
被
告
の
海
洋
図
で
は
、
原
告
の
海
洋
地
図
上
に
記
載
さ
れ
て
い
た
深
さ
、
緯
度
、
経
度
等
の
誤
り
が
訂
正
さ
れ
、
原
告
の
も

の
よ
り
正
確
な
も
の
に
改
善
さ
れ
て
い
た
。
航
行
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
被
告
の
海
洋
図
は
有
用
な
も
の
で
あ
っ
た）
₄₇
（

。

　

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
裁
判
官
は
、
海
洋
図
の
著
作
物
性
を
肯
定
し
た
上
で
、「
何
を
利
用
し
た
か
」
で
は
な
く
、
既
存
の
著
作
物
の
誤
り

に
訂
正
を
加
え
る
こ
と
で
、「
何
か
し
ら
の
貢
献
を
し
た
こ
と
」
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
著
作
権
侵
害
を
否
定
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、「
改
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良
の
機
会
を
奪
っ
た
り
、
芸
術
の
発
展
を
遅
延
さ
せ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
（the w

orld m
ay not be deprived of im

provem
ents, 

nor the progress of the arts be retarded

））
₄₈
（

」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。

　

ロ
ン
グ
マ
ン
事
件
で
、
大
法
官
エ
ル
ド
ン
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
裁
判
官
の
考
え
方
を
一
八
〇
度
修
正
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
判
断

は
、
現
在
の
英
国
の
創
作
性
概
念
で
あ
る
「
労
働
（labour

）、
技
能
（skill

）
ま
た
は
／
お
よ
び 

判
断
（judgem

ent

）」
に
通
じ
る
重
要

な
考
え
方
で
も
あ
る）
₄₉
（

。

⑷　

裁
判
例
に
現
れ
た
要
約
及
び
既
存
の
著
作
物
や
公
有
財
の
利
用　

ア�　

ま
ず
、
一
七
四
〇
年　

G
yles v. W

ilcox

事
件）
₅₀
（

（
以
下
、
ジ
ル
ズ
事
件
と
い
う
）
を
紹
介
す
る
。
一
七
一
〇
年
法
の
下
で
発
生
し
た
事

件
で
、「
要
約
（abridgem

ent

）」
が
問
題
に
な
っ
た
。

　

 　

被
告
は
、原
告
が
著
作
権
を
有
し
て
い
た
法
律
書
（「Sir M

atthew
 H

ale’s P
leas of C

row
n

」）
の
文
章
を
ほ
ぼ
借
用
し
て
「M

odern 

C
row

n L
aw

」
と
い
う
法
律
書
を
出
版
し
た
。
た
だ
、
被
告
は
、
文
書
を
借
用
す
る
際
に
、
既
に
廃
止
に
な
っ
た
法
令
は
削
除
し
、
ま

た
ラ
テ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
引
用
文
を
英
語
に
翻
訳
す
る
な
ど
の
改
変
を
加
え
て
い
た
。

　

 　

裁
判
所
は
、
被
告
は
「
見
せ
か
け
の
短
縮
を
し
た
（colourbly shortened

）」
に
過
ぎ
ず
、
要
約
（abridgem

ent

）
に
は
あ
た
ら

な
い
と
し
て
侵
害
を
認
め
た
。

　

 　

英
国
著
作
権
法
で
は
古
く
か
ら
「
要
約
」
を
別
の
著
作
物
と
見
て
著
作
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
と
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

イ�　

次
に
、
一
八
三
五
年　

D
’A

lm
aine v. B

oosey

）
₅₁
（

（
以
下
、
ダ
ル
メ
イ
ン
事
件
と
い
う
）
を
紹
介
す
る
。

　

 　

ダ
ル
メ
イ
ン
事
件
は
、
楽
譜
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
。
当
時
の
一
八
一
四
年
法
で
は
楽
譜
は
「
書
籍
」
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
た
。
要
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約
が
問
題
に
な
っ
た
。

　

 　

原
告
は
、
オ
ペ
ラ
「
レ
ス
ト
ー
ク
（L

estocq

）」
の
著
作
権
者
で
あ
る
。
被
告
は
、
オ
ペ
ラ
を
編
曲
す
る
と
き
に
通
常
と
も
な
う
程
度

の
若
干
の
変
更
を
加
え
な
が
ら
、「
レ
ス
ト
ー
ク
」
を
舞
踊
曲
「
カ
ド
リ
エ
ー
ル
（Q

uadrilles

）」
と
ワ
ル
ツ
曲
に
編
曲
し
楽
譜
と
し
て

出
版
し
た
。

　

 　

被
告
作
品
は
、
原
告
作
品
か
ら
メ
ロ
デ
ィ
の
一
部
分
だ
け
で
な
く
、
ア
リ
ア
を
ほ
ぼ
全
部
取
り
込
み
、
ま
た
、
ワ
ル
ツ
作
品
は
原
告
作

品
か
ら
一
七
小
節
を
取
り
込
ん
で
い
た
。
た
だ
、
原
告
作
品
に
は
存
在
し
て
い
な
い
一
五
小
節
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

 　

裁
判
所
は
、「
メ
ロ
デ
ィ
や
ア
リ
ア
は
著
作
者
の
創
意
（invention

）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
保
護
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
た
な
作
品
が

全
体
と
し
て
﹃
創
意
の
価
値
の
あ
る
部
分
（the m

eritorious part of the invention

）﹄
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
き
は
侵
害
に
な
る
。」

と
し
た）
₅₂
（

。

　

 　
「
創
意
の
価
値
の
あ
る
部
分
（the m

eritorious part of the invention

）」
の
利
用
と
い
う
概
念
は
、
現
代
の
創
作
性
概
念
に
通
じ

る
考
え
方
で
あ
る
。
ジ
ル
ズ
事
件
判
決
の
内
容
と
も
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。

５　

一
九
一
一
年
法
の
内
容
と
ベ
ル
ヌ
条
約
一
九
〇
八
年
ベ
ル
リ
ン
改
正
条
約
と
の
関
係

⑴　

一
九
一
一
年
法（
（（
（

の
概
要

　

一
九
一
一
年
法
は
、
先
述
の
と
お
り
、
権
利
の
客
体
に
つ
い
て
「
す
べ
て
の
創
作
的
な
文
学
的
、
演
劇
的
、
音
楽
的
及
び
美
術
的
著
作
物

を
い
う
（every original literary dram

atic m
usical and artistic w

ork
）」（
同
法
一
条
⑴
）
と
定
義
し
、
創
作
性
が
著
作
権
の
成
立

要
件
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。
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ま
た
、
著
作
権
に
つ
い
て
は
「
著
作
物
或
い
は
そ
の
本
質
的
部
分
（any substantial part thereof

）
を
有
体
物
の
形
式
（in any 

m
aterial form

s

）
で
作
成
し
ま
た
は
再
生
し
（to produce or reproduce

）、
ま
た
は
公
に
（in public

）
実
演
し
（to perform

）、

も
し
く
は
講
義
す
る
（to deliver

）
唯
一
の
権
利
を
い
う
。」
と
定
義
し
て
い
る
（
同
法
一
条
⑵
）。

　

著
作
権
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
は
、
著
作
者
の
生
存
の
間
及
び
そ
の
死
後
五
〇
年
間
と
し
て
い
る
（
同
法
三
条
）。

⑵　

ベ
ル
ヌ
条
約
ベ
ル
リ
ン
改
正
条
約
へ
の
期
待

　

ベ
ル
ヌ
条
約
ベ
ル
リ
ン
改
正
条
約
締
結
後
の
一
九
〇
九
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
ゴ
ー
レ
ル
報
告
書）
₅₄
（

」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
英
国
に
お
け
る

著
作
権
法
の
課
題
と
ベ
ル
ヌ
条
約
ベ
ル
リ
ン
改
正
条
約
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、
以
下
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
ベ
ル
ヌ
条
約
改
正
条
約
の
各
条
項
を
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
条
項
を
拘
束
力
の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
可
能

な
限
り
の
英
国
法
を
明
確
に
し
、
機
能
的
に
す
る
の
に
よ
い
機
会
で
あ
り
大
変
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。・
・
・
著
作
権
法
の
歴
史
を

た
ど
る
必
要
は
な
い
が
、
頭
脳
に
よ
る
生
産
物
（the products of their brain

）
に
つ
い
て
の
権
利
を
規
制
す
る
法
理
の
不
適
切
な

考
察
（inadequate recognition of the principles

）
に
よ
っ
て
現
在
の
状
況
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。」（
同
報

告
書
三
頁
）。

⑶　

ゴ
ー
レ
ル
報
告
書
が
指
摘
し
た
課
題　

―
―
ベ
ル
ヌ
条
約
ベ
ル
リ
ン
改
正
条
約
の
評
価
―
―

ア�　

ベ
ル
ヌ
条
約
ベ
ル
リ
ン
改
正
条
約
第
二
条
は
、
第
一
段
落
で
「
文
学
的
お
よ
び
美
術
的
著
作
物
（literary and artistic w

orks

）」
に

つ
い
て
定
義
し
て
い
る
。

　

英
国
に
と
っ
て
受
け
入
れ
難
い
課
題
は
、
第
二
段
落
の
「
翻
訳
、
編
曲
、
文
学
的
お
よ
び
美
術
的
著
作
物
を
変
更
し
て
再
生
し
た
作
品
は
、
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他
人
の
著
作
物
の
編
集
物
と
同
様
に
、
原
著
作
物
の
著
作
者
の
権
利
を
制
限
す
る
こ
と
な
く
、
創
作
的
表
現
と
し
て
保
護
さ
れ
る
。」
と
い

う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

改
正
前
は
、
適
法
な
翻
訳
は
創
作
的
表
現
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
第
二
段
落
は
、
改
正
前
の
ベ
ル
ヌ
条
約

六
条
を
実
質
的
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た）
₅₅
（

。
改
正
条
約
に
よ
れ
ば
、
原
著
作
者
か
ら
許
諾
を
得
て
い
な
い
派
生
的
表
現
も
著
作
物
と
し
て

保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る）
₅₆
（

。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ゴ
ー
レ
ル
報
告
書
は
、「
提
案
さ
れ
て
い
る
改
正
案
は
、
お
そ
ら
く
英
国
法
と
矛
盾
し
て
い
る
。
原
著
作
者
か
ら
許

諾
を
得
て
な
さ
れ
た
翻
訳
は
英
国
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
が
、
翻
訳
が
許
諾
（the sanction

）
な
し
に
行
わ
れ
た
場
合
、
翻
訳
者
の
作

品
を
保
護
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
結
論
を
だ
せ
る
司
法
的
根
拠
（a conclusive judicial authority

）

が
存
在
し
な
い
。」
と
し
て
い
る
（
同
報
告
書
一
〇
頁
）。

イ�　

ベ
ル
ヌ
条
約
ベ
ル
リ
ン
改
正
条
約
第
一
二
条
は
、
翻
案
、
編
曲
、
小
説
等
の
劇
脚
本
へ
の
改
変
や
そ
の
逆
の
場
合
で
、
単
に
同
じ
形
式

へ
の
再
生
や
、
本
質
的
な
変
更
、
追
加
、
も
し
く
は
要
約
の
な
い
他
の
形
式
へ
の
変
更
で
、
新
た
な
性
質
（the character of a new

, 

original w
ork

）
を
生
じ
さ
せ
な
い
も
の
は
、
非
合
法
な
再
生
（the unlaw

ful reproduction

）
で
あ
る
と
い
う
（
許
諾
の
な
い
利
用

を
含
む
）
趣
旨
の
規
定
を
お
い
て
い
た
。

　

同
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
そ
の
内
容
を
批
判
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
規
定
は
、
複
製
者
（copyist

）
が
許
諾
を
得
ず
に
複
製
し
た
と
し
て
も
、
新
た
な
事
項
（new

 m
atter

）
を
加
え
れ
ば
、
創
作
的

表
現
と
し
て
の
性
質
が
与
え
ら
れ
、
侵
害
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
・
・
・
し
か
し
、
我
々
は
こ
の
示
唆
が
正
し
い
も
の
で
あ

る
と
し
て
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
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６　

現
在
の
英
国
著
作
権
法
に
お
け
る
創
作
性
概
念

⑴　

労
働
（labour

）、
技
能
（skill

）
ま
た
は
判
断
（judgem

ent

）
に
つ
い
て

ア�　

大
陸
法
と
英
国
法
で
は
創
作
性
に
つ
い
て
考
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
知
的
な
性
質
（intellectual qualities

）」
を
表

現
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
大
陸
法
で
は
、
こ
れ
を
人
格
的
利
益
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
知
的
創
作

（intellectual creation
）
と
理
解
し
て
い
る
の
に
対
し
、
英
国
法
で
は
、
経
済
的
利
益
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、「
労
働
（labour

）、

技
能
（skill

）
ま
た
は
努
力
（effort

）」
ま
た
は
、「
労
働
（labour

）、技
能
（skill

）
ま
た
は
判
断
（judgem

ent

）」
と
理
解
し
て
い
る
。

英
国
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
各
要
素
を
総
合
的
に
評
価
し
て
創
作
性
の
有
無
が
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　
　

英
国
の
創
作
性
概
念
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
「
労
働
価
値
論
」
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

 　

労
働
価
値
論
の
思
想
が
「
労
働
、
技
能
、
ま
た
は
判
断
」
と
い
う
要
素
を
通
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

 　

た
だ
、
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
ベ
ン
ト
レ
ー
教
授
に
よ
れ
ば
、「
創
作
性
の
概
念
は
、
自
然
法
の
視
点
や
功
利
主
義
の
視
点
の
影
響
を
受
け
て

発
展
し
て
き
た
が
、
判
例
が
採
用
す
る
基
準
（
テ
ス
ト
）
が
こ
れ
ら
の
視
点
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
と
も
言
え
な
い

が
、
そ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。」
と
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る）
₅₇
（

。

　

現
行
一
九
八
八
年
法
で
は
、
大
陸
法
と
の
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
要
請
か
ら
大
陸
法
の
創
作
性
概
念
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作
物
に

つ
い
て
導
入
さ
れ
て
い
る）
₅₈
（

。
す
な
わ
ち
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
創
作
性
を
「
労
働
、
技
能
ま
た
は
努
力
」
で
は
な
く
「
著
作
者
自

身
の
知
的
創
作
物
（author’s ow

n intellectual creation

）」
と
し
て
い
る）
₅₉
（

。
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「
労
働
（labour

）、
技
能
（skill

）
ま
た
は
努
力
（effort

）」
の
要
素
も
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
は
一
つ
も
し
く
は
二
つ
を
分
離
し
て
使
用

し
た
り
、
ま
た
、「
努
力
」
で
は
な
く
「
判
断
」（judgm

ent

）
の
要
素
を
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
用
語
と
し
て
は
、「
資

本（capital
）」「
努
力（effort

）」「
勤
勉（industry

）」「
時
間（tim

e

）」「
知
識（know

ledge

）」「
好
み（taste

）」「
器
用
さ（ingenuity

）」

等
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
曖
昧
さ
は
、
特
に
、「
努
力
」
の
み
の
成
果
と
し
て
著
作
物
の
創
作
性
が
問
題
に
な
る
と
き
（
い
わ
ゆ

る
「
額
の
汗
」（sw

eat of the brow

））
に
顕
著
で
あ
る）
₆₀
（

。

　

ベ
ン
ト
レ
ー
教
授
に
よ
る
と
、
結
局
、「
真
実
は
、
著
作
物
の
作
成
に
あ
た
り
、
誰
の
経
済
的
、
法
律
的
な
貢
献
の
重
要
性
が
卓
越
し
て

い
た
か
の
問
題
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
労
働
」
と
「
技
能
」
の
区
別
は
、
重
要
な
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る）
₆₁
（

。

⑵　

問
題
は
、
単
な
る
「
労
働
」
の
成
果
に
過
ぎ
な
い
場
合
で
も
創
作
性
は
肯
定
さ
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

ベ
ン
ト
レ
ー
教
授
は
、
た
と
え
「
技
能
や
判
断
」
を
使
っ
て
い
な
く
て
も
、「
実
質
的
量
の
日
常
的
労
働
（a substantial am

ount of 

routine labour

）」
に
つ
い
て
創
作
性
を
認
め
た
裁
判
例
が
あ
る
し）
₆₂
（

、
編
集
者
が
「
膨
大
な
時
間
と
努
力
（a considerable am

ount of 

tim
e and effort

）」
を
か
け
て
作
成
し
た
テ
レ
ビ
番
組
の
時
系
列
リ
ス
ト
の
創
作
性
を
肯
定
し
た
例
も
あ
る）
₆₃
（

と
し
て
い
る
。
た
だ
、
創
作

性
が
肯
定
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
「
労
働
の
量
が
実
質
的
で
あ
る
（the am

ount of labour w
as substantial

）」
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
教
授
は
、
Ｅ
Ｕ
の
基
準
に
従
う
と
、
単
な
る
機
械
的
ま
た
は
日
常
的
労
働
は
例
え
量
的
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て

も
創
作
性
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る）
₆₄
（

。

⑶　

ベ
ン
ト
レ
ー
教
授
の
分
析
及
び
分
類

　

次
に
、
ベ
ン
ト
レ
ー
教
授
の
創
作
性
に
関
す
る
ま
と
め
を
紹
介
し
て
お
き
た
い）
₆₅
（

。
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① 　

ま
ず
、「
労
働
、
技
能
お
よ
び
判
断
」
は
、「
本
質
的
（m

ust be substantial

）」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
労
働
」
が
「
あ
り
ふ
れ

て
い
た
り
（trivial

）、
重
要
で
な
か
っ
た
り
（insignificant

）」
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

② 　

次
は
、「
労
働
」
の
性
質
を
知
る
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
量
の
「
労
働
」
を
投
入
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
間

違
っ
た
類
型
の
労
働
（if the labour is of the w

rong kind

）」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
線
画
を
な
ぞ
っ
た
り
、
複
製

し
た
り
す
る
行
為
は
、
忍
耐
、
技
能
又
は
労
働
を
要
す
る
が
、
創
作
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い）
₆₆
（

。

　

③ 　

単
な
る
「
労
働
」
で
も
十
分
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、「
本
質
的
な
量
の
日
常
的
労
働
（a substantial am

ount of routine 

labour

）」
が
創
作
性
の
要
件
を
充
た
す
こ
と
が
あ
る）
₆₇
（

。

　

④ 　

単
な
る
「
技
能
」
で
も
十
分
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
首
相
の
演
説
を
聴
取
り
、
書
面
に
記
録
し
新
聞
記
事
の
著
作
物
性
が
問

題
に
な
っ
た
事
案）
₆₈
（

を
引
用
し
て
、
聴
取
り
「
技
能
」
も
保
護
に
値
す
る
と
し
て
い
る
。

　

⑤ 　

表
現
す
る
前
の
貢
献
（P

re-expressive contribution

）
に
つ
い
て
は
、
表
現
と
分
離
し
て
評
価
す
べ
き
で
は
な
く
、
両
方
を
考

慮
の
う
え
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る）
₆₉
（

。

⑷　

コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
博
士
の
指
摘

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
博
士
は
、
裁
判
例
を
分
析
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
常
套
文
句
で
構
成
さ
れ
た
広
告

や
、
地
方
の
汽
車
の
時
刻
を
抽
出
し
た
だ
け
の
も
の
は
、「
言
語
的
性
質
の
程
度
が
わ
ず
か
で
あ
る
（the degree of literary 

com
position is slight

）」
か
ら
創
作
性
の
要
件
は
充
た
さ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
技
能
、
判
断
お
よ
び
労
働
」
の
要
件
は
、「
と
る
に
足
ら

な
い
も
の
は
保
護
し
な
い
（a proviso de m

inim
is

）」
も
の
と
し
て
機
能
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る）
₇₀
（

。
他
方
で
、裁
判
例
は
、「
情

報
の
平
凡
な
編
集
物
（m

undane com
pilations of inform

ation

）」
に
過
ぎ
な
い
試
験
問
題
や
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
組
み
合
わ
せ
リ
ス
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ト
な
ど
が
言
語
の
著
作
物
で
あ
る
と
し
て
お
り
境
界
線
の
把
握
は
容
易
で
な
い
。

　

ま
た
、
同
博
士
は
、
さ
ら
に
「
著
作
権
は
、
移
ろ
い
や
す
い
不
正
競
争
の
概
念
の
欠
如
を
塡
補
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。」
と
指

摘
し
て
、
創
作
性
概
念
が
経
済
的
利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
本
質
に
迫
っ
て
い
る）
₇₁
（

。

７　

英
国
著
作
権
法
史
か
ら
わ
が
国
が
学
ぶ
も
の

⑴　
「
個
性
の
発
揮
」
の
解
明
に
つ
い
て

ア　

著
作
物
は
著
作
者
の
精
神
的
創
作
物
で
あ
り
、
著
作
者
の
人
格
の
発
露
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
著
作
物
に
は
創
作
者
の
個
性

が
発
揮
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₇₂
（

。
し
た
が
っ
て
、
創
作
性
概
念
は
、
第
一
に
、
そ
の
表
現
物
が
他
の
著
作
物
に
依
拠
せ
ず
に
独
立
し

て
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
第
二
に
、
そ
の
表
現
が
作
成
者
の
「
個
性
の
発
揮
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る）
₇₃
（

。

　

し
か
し
、「
個
性
の
発
揮
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
ま
で
「
個
性
の
発
揮
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
か
に
つ
い
て
、
突
っ
込
ん
だ
分
析
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

英
国
で
は
「
労
働
、
技
能
お
よ
び
判
断
」
の
要
素
の
全
部
も
し
く
は
一
部
、
ま
た
は
資
本
、
努
力
、
時
間
等
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
創
作

性
の
判
断
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
英
国
の
裁
判
例
を
み
る
と
著
作
物
ご
と
に
そ
の
特
徴
を
分
析
し
そ
の
著
作
物
に
ふ
さ
わ
し
い
創
作
性

の
構
成
要
素
が
整
理
さ
れ
て
き
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
英
国
の
例
に
倣
っ
て
、
著
作
物
ご
と
に
「
個
性
の
発
揮
」
の
内
容
を
分
析
し
、

解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る）
₇₄
（

。

　

横
山
久
芳
教
授
は
、「
現
在
の
通
説
は
、
著
作
者
の
個
性
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
厳
密
な
意
味
で
著
作
者
の
人
格
的
価

値
が
現
れ
て
い
る
こ
と
と
は
理
解
し
て
お
ら
ず
、
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
に
な
る
ほ
ど
あ
り
ふ
れ
た
表
現
で
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
他
と
異
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な
る
何
ら
か
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
限
り
、個
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
創
作
性
を
認
め
て
い
る）
₇₅
（

。」と
分
析
し
て
お
ら
れ
る
。

　

個
性
の
分
析
を
試
み
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
大
い
に
評
価
で
き
る
が
、
同
教
授
も
し
く
は
通
説
の
い
う
「
工
夫
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
「
工
夫
」
が
保
護
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、「
工
夫
」
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
著
作
物
が
保
護
さ
れ
る
正
当
化
根
拠

は
何
か
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

イ　

ま
た
、
同
教
授
は
、
編
集
著
作
物
に
関
連
し
て
、
古
典
的
著
作
物
と
事
実
作
品
・
機
能
作
品
等
の
共
存
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、「﹃
創

作
性
﹄
を
﹃
主
観
的
創
作
性
﹄
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
る
考
え
方
を
断
念
し
、古
典
的
著
作
物
に
お
け
る
﹃
主
観
的
創
作
性
﹄
と
事
実
作
品
・

機
能
作
品
等
に
お
け
る
﹃
客
観
的
創
作
性
﹄
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
た
新
た
な
創
作
性
の
概
念
定
立
を
行
う
必
要
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。）
₇₆
（

」
と
の
指
摘
を
な
さ
れ
て
い
る
。
同
教
授
の
い
わ
れ
る
「
主
観
的
創
作
性
」
と
は
、
編
集
者
の
個
性
と
い
う
主
観
面
が
作
品
に
投
影
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
客
観
的
創
作
性
」
と
は
、
例
え
ば
、
情
報
の
内
容
の
正
確
性
と
情
報
検
索
の
効
率
性
・
機
能
性
に
主
眼
が
お
か

れ
る
な
ど
、
あ
る
種
の
客
観
性
、
汎
用
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。

　

創
作
性
概
念
が
著
作
物
ご
と
に
多
様
性
が
あ
る
こ
と
、
情
報
の
内
容
の
正
確
性
と
情
報
検
索
の
効
率
性
・
機
能
性
等
の
経
済
的
要
素
を
考

慮
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
評
価
し
う
る
。
た
だ
、「
個
性
の
発
揮
」
と
い
う
構
成
を
断
念
し
、
創
作
性
概
念

を
客
観
化
す
る
こ
と
が
何
故
正
当
化
さ
れ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

む
し
ろ
、「
個
性
の
発
揮
」
と
い
う
観
点
を
断
念
す
る
こ
と
な
く
、
著
作
権
が
人
格
的
価
値
と
財
産
的
価
値
を
併
せ
も
つ
と
い
う
こ
と
を

認
め
て
、
両
面
か
ら
創
作
性
を
構
成
す
る
要
素
を
取
捨
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ウ　

著
作
者
人
格
権
の
位
置
づ
け

　
「
個
性
の
発
揮
」の
分
析
に
関
し
て
は
、著
作
権
と
著
作
者
人
格
権
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
斉
藤
博
博
士
は
、
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ド
イ
ツ
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説
を
な
さ
れ
て
い
る）
₇₇
（

。

　

著
作
者
人
格
権
と
一
般
的
人
格
権
と
は
質
的
に
異
な
る
権
利
で
あ
る
と
考
え
る
い
わ
ゆ
る
分
離
説
（
ウ
ル
マ
ー
な
ど
）
は
、
著
作
権
を
一

元
的
に
と
ら
え
、
著
作
権
を
財
産
権
的
要
素
、
人
格
権
的
要
素
を
合
わ
せ
有
す
る
財
産
権
と
見
る
。
著
作
者
人
格
権
は
、
個
別
的
人
格
権
と

は
異
な
る
特
殊
著
作
権
法
的
権
利
と
み
な
さ
れ
る
。
他
方
で
、
著
作
者
人
格
権
と
一
般
的
人
格
権
の
間
に
質
的
な
差
異
を
認
め
な
い
一
体
説

（
コ
ー
ラ
ー
な
ど
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
体
説
の
中
に
も
、
著
作
者
人
格
権
を
著
作
権
か
ら
切
り
離
し
て
一
般
的
人
格
権
の
中
に
含
め
る

考
え
方
と
、
切
り
離
さ
な
い
考
え
方
が
存
在
し
て
い
る
。
同
博
士
は
、
著
作
者
人
格
権
は
一
般
的
人
格
権
と
質
的
に
は
何
ら
差
異
は
な
い
と

い
う
立
場
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
後
者
の
一
体
説
非
切
離
説
の
立
場
を
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
「
著
作
物
は
著
作
者
の
人
格

の
ほ
と
ば
し
り
出
た
も
の
で
あ
る
。
著
作
者
人
格
権
に
よ
り
著
作
物
を
保
護
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
著
作
物
の
奥
に
あ
っ
て
、
著
作

物
を
流
出
せ
し
め
た
人
格
を
保
護
す
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。」
と
結
論
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る）
₇₈
（

。

　

た
だ
、
考
え
て
み
る
と
、
分
離
説
は
著
作
権
の
財
産
的
要
素
を
肯
定
し
て
い
る
し
、
一
体
説
で
あ
っ
て
も
著
作
者
に
は
著
作
権
と
著
作
者

人
格
権
が
共
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
否
定
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
い
ず
れ
の
立
場
に
立
っ
て
も
著
作
権
侵
害
に
対
し
て
、
財

産
的
損
害
の
発
生
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
著
作
権
が
人
格
か
ら
ほ
と
ば
し
り
だ
し
た
著
作
物
を
保
護
す
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
も
、
著
作
権
に
は
人
格
的
価
値
と
財
産
的
価
値
が
共
存
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
著
作
権
の
人

格
的
価
値
と
財
産
的
価
値
に
着
眼
し
て
、
著
作
物
保
護
を
正
当
化
す
る
根
拠
を
探
す
こ
と
は
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
ま
た
、
著
作
権
が
沿
革
的
に
は
人
格
的
利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
、
著
作
権
が
、
財
産
的
価
値
と
人
格
権
的

価
値
の
両
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い）
₇₉
（

。
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⑵　

著
作
権
の
財
産
的
価
値
に
つ
い
て

　

わ
が
国
で
は
、
創
作
性
の
判
断
に
お
い
て
、
労
働
、
技
能
、
判
断
、
資
本
、
努
力
、
時
間
な
ど
の
財
産
的
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
上
述
の
通
り
大
陸
法
の
流
れ
を
汲
む
日
本
の
著
作
権
法
に
、
英
米
法
と
い
う
異
な
る
体
系
の
概
念
を
紛
れ
込

ま
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
創
作
性
の
判
断
を
著
作
権
の
人
格
的
価
値
と
財
産
的
価
値
の
両
面
か
ら
行
う
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

何
故
な
ら
、
著
作
権
は
元
々
人
格
権
と
し
て
精
神
的
所
産
で
あ
る
著
作
物
を
保
護
す
る
権
利
で
あ
っ
た
が
、
権
利
が
発
展
す
る
過
程
で
、

社
会
が
そ
の
財
産
的
価
値
に
着
眼
し
た
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ば
包
括
的
と
も
い
え
る
両
性
質
を
併
せ
も
つ
権
利
へ
と
変
化
し
て
き
た
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
英
国
著
作
権
法
史
を
通
し
て
、
財
産
権
と
し
て
の
著
作
権
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
か
を
見
て
き
た
。
英
国
と
わ
が
国

と
で
は
著
作
権
法
の
体
系
は
異
な
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
財
産
権
と
し
て
形
成
さ
れ
経
済
財
と
し
て
発
展
し
て
き
た
著
作
権
の
財
産

的
価
値
も
正
当
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
、
著
作
権
の
人
格
的
価
値
を
評
価
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

⑶　

創
作
性
判
断
に
お
け
る
財
産
的
価
値
の
評
価
に
つ
い
て

　

中
山
信
弘
教
授
は
、
創
作
性
概
念
の
役
割
は
保
護
す
べ
き
も
の
と
保
護
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
の
境
界
を
画
す
る
点
に
あ
る
と
し
、

さ
ら
に
、「
著
作
権
を
創
作
者
の
人
格
を
中
心
に
し
た
構
造
か
ら
、
経
済
財
を
中
心
に
し
た
競
争
法
的
、
経
済
法
的
要
素
を
中
心
に
し
た
構

造
へ
と
再
構
成
す
る
こ
と
を
意
味
す
る）
₈₀
（

。」
と
し
て
、
著
作
権
の
経
済
的
側
面
に
着
眼
す
る
視
点
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
考
え
方
を
示
し
て

お
ら
れ
る
。
著
作
権
が
財
産
権
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
競
争
法
的
、
経
済
法
的
要
素
を
中
心
に
し
た
構
造
へ
の
再
構
成
を
示
唆
さ
れ
る

こ
と
は
評
価
し
得
る
。
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コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
教
授
が
指
摘
す
る
「
著
作
権
法
は
不
正
競
争
の
概
念
の
欠
如
を
塡
補
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。」
と
の
視
点
は
、

日
本
の
著
作
権
法
に
お
い
て
も
有
用
な
考
え
方
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
た
だ
、
わ
が
国
に
お
け
る
不
正
競
争
の
概
念
は
、
英
国
の
そ
れ
と

は
異
な
る
し
（
例
え
ば
、passing off

の
よ
う
な
不
正
競
争
行
為
の
概
念
は
わ
が
国
に
は
な
い
。）、
ま
た
、
英
国
の
よ
う
に
「
他
人
の
財

産
の
不
正
利
用
（m

isappropriation

）」
の
法
理
が
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
ち
に
そ
の
考
え
方
が
援
用
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
著
作
権
と
不
正
競
争
と
の
関
係
の
解
明
は
今
後
の
研
究
課
題
と
い
え
る
。

　

よ
り
一
般
的
な
課
題
と
し
て
、
わ
が
国
の
財
産
的
価
値
の
利
用
や
分
配
の
体
系
に
自
然
法
に
そ
の
根
拠
を
お
く
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
「
労

働
価
値
論
」
の
法
理
を
導
入
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
他
人
の
財
産
の
利
用
や
分
配
に
関
す
る
法
規
範
と
し
て
は
、
民
法
上
の
不
法
行
為
、
同
不
当
利
得
、
お
よ
び
不
正

競
争
防
止
法
上
の
商
品
表
示
保
護
の
制
度
な
ど
が
存
在
す
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
限

定
的
な
範
囲
で
認
め
ら
れ
た
制
度
に
過
ぎ
ず
、
著
作
権
法
に
適
用
を
拡
大
し
う
る
包
括
的
・
普
遍
的
な
法
規
範
と
は
い
え
な
い
。

　

し
か
し
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
「
労
働
価
値
論
」
の
法
理
が
わ
が
国
に
と
っ
て
全
く
無
縁
の
も
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
。
民
法
上
の
不
当
利
得
制
度
は
、「
他
人
の
財
産
ま
た
は
労
務
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
、
法
律
上
の
原
因
ま
た
は
正
当
な
利
益

を
欠
く
場
合
に
、
法
律
が
公
平
の
理
念
に
基
づ
い
て
利
得
者
に
そ
の
利
得
の
返
還
債
務
を
負
担
さ
せ
る
法
律
要
件
で
あ
る）
₈₁
（

。」
沿
革
的
に
は
、

ロ
ー
マ
法
に
遡
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
我
妻
栄
博
士
に
よ
る
と
、
同
制
度
は
、
一
九
世
紀
に
至
っ
て
自
然
法
学
派
に
よ
っ
て
「
自
然
の

法
則
の
中
に
根
拠
を
求
め
よ
う
と
し
た
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
こ
の
考
え
方
に
従
っ
て
、
ド
イ
ツ
民
法
や
ス
イ
ス
債
権
法

に
不
当
利
得
の
統
一
的
規
定
が
お
か
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る）
₈₂
（

。
こ
の
よ
う
な
沿
革
を
見
る
と
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
労
働
の

成
果
は
そ
の
労
働
を
し
た
者
に
帰
属
す
る
と
い
う
自
然
法
に
由
来
す
る
財
産
的
価
値
の
分
配
の
法
理
は
決
し
て
無
縁
の
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
が
い
え
る
。
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し
た
が
っ
て
、
著
作
権
法
の
創
作
性
の
概
念
に
こ
の
よ
う
な
財
産
的
価
値
の
利
用
や
分
配
の
法
理
を
導
入
す
る
こ
と
は
体
系
的
な
破
綻
を

来
す
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

⑷　

創
作
性
の
判
断
要
素
に
つ
い
て

ア　

仮
に
、
著
作
権
が
こ
の
よ
う
な
価
値
を
併
せ
も
つ
と
い
う
理
解
が
正
し
い
な
ら
、
創
作
性
の
判
断
要
素
と
し
て
も
、「
個
性
の
発
揮
」

だ
け
で
な
く
、
労
働
、
技
能
、
判
断
、
資
本
、
努
力
、
時
間
な
ど
の
財
産
的
要
素
を
も
考
慮
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
財
産
権
の
本
質
に
根
ざ

し
た
当
然
の
帰
結
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
考
え
方
か
ら
は
、
例
え
ば
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
機
能
的
な
作
品
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
著
作
物
で
あ
っ
て
も
、
著
作
者
人
格
権
は
成
立
す
る
か
ら
、
創
作
性
の
判
断
に
お
い
て
「
個
性
の
発
揮
」

と
い
う
主
観
的
な
要
素
を
考
慮
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
れ
は
既
存
の
検
索
シ
ス
テ
ム
に
ど
の
よ
う
な
新
た
な
構
成
・
組
織
が
付
加
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
技
術
的
に
独
自
性
を
発

揮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
な
ど
、「
個
性
」
と
い
う
も
の
を
や
や
客
観
化
し
た
形
で
再
構
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
著
作
物
の
よ
う
な
機
能
的
な
著
作
物
に
つ
い
て
、
よ
り
重
視
さ
れ
る
べ
き
要
素
は
、
労
働
、
技
能
、
判
断
、
資

本
、
努
力
、
時
間
と
い
っ
た
財
産
的
価
値
を
表
す
要
素
で
あ
る
。

イ　

英
国
で
は
、
創
作
性
の
判
断
に
お
い
て
、
例
え
ば
、「
演
説
を
書
き
取
る
技
能
」、「
複
製
す
る
だ
け
の
労
働
」、「
寄
せ
集
め
る
労
働
」、

「
頭
脳
的
労
働
」、「
創
意
の
価
値
の
あ
る
部
分
」、
既
存
の
著
作
物
の
利
用
に
関
し
て
は
、「
公
正
な
創
作
的
労
働
の
成
果
」、「
他
人
の
労
働

や
技
能
の
成
果
の
単
な
る
利
用
」、
権
利
の
客
体
と
し
て
は
、「
言
語
的
成
果
」、「
僅
か
ば
か
り
の
有
用
性
」、「
販
売
行
為
を
す
る
と
き
に
誰
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も
が
伝
え
る
内
容
」、「
独
占
で
き
る
表
現
か
」、「
重
要
で
な
い
付
加
物
か
」
と
い
っ
た
要
素
が
考
慮
さ
れ
、
主
観
的
要
素
、
客
観
的
要
素
の

両
面
か
ら
の
価
値
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
創
作
性
概
念
を
よ
り
客
観
的
な
も
の
に
再
構
成
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
判
断
要
素
を
考
慮
す

る
こ
と
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ウ　

さ
ら
に
、
英
国
著
作
権
法
史
上
の
裁
判
例
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、「
労
働
、
技
能
、
お
よ
び
判
断
」
の
基
準
で
選
別
さ
れ
た
著
作

物
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
わ
が
国
の
「
個
性
の
発
揮
」
の
基
準
に
よ
っ
て
も
著
作
物
と
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ
も
そ
も
個
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
個
性
を
表
現
と
し
て
具
体
化
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
表
現
を
具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
労
働
、
技
能
、
判
断
、
投
資
、
努
力
、
時
間
な
ど
の
経
済
的
資
源
の
投
入
が
不
可
欠
で

あ
る
。
英
国
著
作
権
法
は
、
表
現
の
経
済
的
資
源
の
投
入
と
い
う
側
面
に
力
点
を
お
く
の
に
対
し
て
、
日
本
著
作
権
法
は
表
現
の
人
格
的
要

素
に
力
点
を
お
く
も
の
で
あ
っ
て
、
表
現
を
違
う
角
度
か
ら
見
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
表
現
を
総
合
的
に
見
れ
ば
、
よ
り
そ
の
本
質
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
著
作
権
法
に
お
い
て
も
、
創
作
性
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
「
個
性
の
発
揮
」
だ
け
で
は
な
く
、
表
現
が
具
体
化
さ
れ
る
過
程
で
投

入
さ
れ
る
「
労
力
、
技
能
、
お
よ
び
判
断
」
を
考
慮
要
素
と
す
る
こ
と
は
、
著
作
権
の
本
質
に
適
合
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
著
作
権
の
創
作
性
概
念
に
内
包
し
て
い
る
固
有
の
規
範
と
し
て
こ
の
よ
う
な
法
規
範
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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⑸　

最
後
に

　

な
お
、
創
作
性
を
人
格
的
価
値
と
財
産
的
価
値
の
両
面
か
ら
評
価
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

英
国
は
Ｅ
Ｃ
指
令
を
実
施
す
る
た
め
に
、
大
陸
法
の
「
著
作
者
自
身
の
知
的
創
作
物
（author’s ow

n intellectual creation

）」
と
い

う
概
念
を
受
け
入
れ
た
。
英
国
は
妥
協
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
英
国
に
な
か
っ
た
体
系
を
受
け
入
れ
た
。
英
国
に
お
い
て
、
今
後
判
例
が
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
く
の
か
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
が
、著
作
権
を
財
産
的
価
値
と
人
格
的
価
値
の
両
面
か
ら
評
価
し
て
い
く
姿
勢
は
、

政
策
的
に
も
理
論
的
に
も
、
世
界
の
大
き
な
潮
流
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
二
〇
一
六
年
二
月
一
三
日
に
行
わ
れ
た
同
志
社
大
学
知
的
財
産
法
研
究
会
で
発
表
し
た
内
容
を
纏
め
た
も
の
で
す
。

（
1
）　

制
定
法
と
し
て
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
や
印
刷
許
可
法
は
除
く
。

（
2
）　T

he Journals of H
ouse of C

om
m

ons, vol. 8 （1662

）, at p417

は
、
印
刷
許
可
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。“T

he B
ill, now

 depending, for 

regulating the P
ress, and to prevent the P

rinting of libelous and seditious B
ooks, did m

ost conduce to the securing of the P
eace of the K

ingdom
.”

（
3
）　L

ord P
eter K

ing, the L
ife and L

etter of John L
ocke, new

 edition

（1829

）, “H
is observation on the censorship” p208.

（
4
）　

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
「
統
治
二
論
」（
加
藤
節
翻
訳
、
岩
波
文
庫
三
二
六
頁
）。「
た
と
え
、
大
地
と
、
全
て
の
下
級
の
被
造
物
と
が
万
人
の
共
有
物
で
あ
る
と
し
て
も
、
人
は

誰
で
も
、
自
分
自
身
の
身
体
に
対
す
る
固
有
権
を
も
つ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
人
以
外
の
誰
も
い
か
な
る
権
利
を
も
も
た
な
い
。
彼
の
身
体
の
労
働
と
手
の
働
き
と
は
、
彼

に
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
自
然
が
供
給
し
、
自
然
が
残
し
て
お
い
た
も
の
か
ら
彼
が
取
り
出
す
も
の
は
何
で
あ
れ
、
彼
は
そ
れ
に
自
分
の
労
働
を
混

合
し
、
そ
れ
に
彼
自
身
の
も
の
で
あ
る
何
も
の
か
を
加
え
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
彼
自
身
の
所
有
物
と
す
る
の
で
あ
る
。」
こ
の
「
労
働
価
値
論
」
は
、

そ
の
後
の
創
作
性
概
念
の
形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

（
5
）　

Justin H
ughes, L

ocke’s 1694 M
em

orandum
, p5.

（
6
）　

一
九
一
一
年
法
（1 &

 2 G
eo. 5., C

opyright A
ct

）。

（
7
）　

一
八
一
四
年
法
（54 G

eo. Ⅲ

）
三
条
。
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（
8
）　
「
残
存
余
命
の
利
益
（the residue of his natural life

）」
は
、
下
院
議
員
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
イ
ガ
ー
ト
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
イ
ズ
（Sam

uel E
gerton B

rydges

）
が
、
一
八
一

四
年
七
月
一
八
日
の
議
会
に
お
い
て
委
員
会
案
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
、
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
（H

ansard 2
nd series, V

ol. 28, 751-55

）、
こ
の
よ
う
な
意
見
が
出

て
き
た
背
景
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

（
9
）　

一
八
四
二
年
法
（5 &

 6. V
ict. c. 44, 45

）。

（
10
）　

詳
し
く
は
、C

atherine Seville, “L
iterary C

opyright R
eform

 in E
arly V

ictorian E
ngland: T

he F
ram

ing of the 1842 C
opyright A

ct （C
am

bridge Studies 

in E
nglish L

egal H
istory

）, C
am

bridge U
niversity P

ress. 

参
照
。

（
11
）　

一
八
四
二
年
法
（5 &

 6 V
ict. c.45

）
二
条
。

（
12
）　

前
掲
（
注
６
）
一
九
一
一
年
法
一
条
⑴
。Subject to the provisions of this A

ct, copyright shall subsist throughout the parts of H
is m

ajesty’s dom
inions 

to w
hich this A

ct extends for the term
 hereinafter m

entioned in every original literary dram
atic m

usical and artistic w
ork, if...

と
規
定
し
て
い
る
。

（
13
）　T

he L
etters of W

illiam
 and D

orothy W
ordsw

orth, 2
nd edn.Ⅵ

 （1835

）.

（
14
）　T

he R
eport of the R

oyal C
om

m
issions on C

opyright （1878

）.

（
15
）　4 B

urrow
s, 2303

（1769

）. 

コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
著
作
権
の
存
続
期
間
は
永
久
で
あ
る
と
し
て
、
ア
ン
法
の
発
行
後
二
八
年
を
経
過
し
た
書
籍
の
保
護
を
認
め
た
。

（
16
）　B

row
n’s parliam

entary case, 129

（1774
）. 
コ
モ
ン
ロ
ー
よ
り
も
ア
ン
法
が
優
先
す
る
と
し
て
、
発
行
後
二
八
年
を
経
過
し
た
書
籍
の
保
護
を
否
定
し
た
。

（
17
）　Jeffreys v. B

oosey ［1854

］ 4 H
ouse of L

ords C
ases 815. L

ord C
am

pbell 

は, “C
opyright, if not the creature of our statute of law

, as I believe it to 

be, is now
 entirely regulated by it.”

と
述
べ
て
い
る
。

（
18
）　

前
掲
（
注
14
）
王
立
著
作
権
委
員
会
報
告
書
№
68
、
69
。

（
19
）　

同
上
報
告
書
№
72
、
73
。

（
20
）　

前
掲
（
注
14
）
王
立
著
作
権
委
員
会
報
告
書
№
77
、
78
、
79
。

（
21
）　

同
上
報
告
書
№
84
、
85
。

（
22
）　

同
上
報
告
書
№
88
。

（
23
）　

同
上
報
告
書
№
93
、
94
、
１０２
、
１０８
。

（
24
）　

J. M
. L

ely, C
opyright L

aw
 R

eform
 （1891

） at p10.

（
25
）　E

ngraving: 8 G
eo. Ⅱ

. c. 13 （1734

）, am
ended by 7 G

eo. Ⅲ
. c. 38

（1766

）, and 17 G
eo. Ⅲ

. c. 57 （1777

）, and 6 &
 7 W

ill. Ⅳ
.c. 59 （1836

）, and 15 &
 16 
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V
ict. c. 12, &

 14 （1852

）.
（
26
）　Sculpture: 38 G

eo. Ⅲ
71 （1798

）, and 54 G
eo. Ⅲ

. C
. 56 （1814

）.
（
27
）　P

ainting, draw
ing and photograph: 25 &

 26 V
ict. c. 68 （1862

）.

（
28
）　M

usic: 3 &4 W
ill. Ⅳ

. c. 15 （1833

）, 5 &
 6 V

ict. c. 45 （1842

）, 45 &
 46 V

ict. c. 40 （1882

）, and 51 &
 52 V

ict. c. 17 （1888

）.

（
29
）　D

ram
a: 3&4 W

ill Ⅳ
. c. 15. （1833

）.

（
30
）　L

ecture: 5 &
 6 W

ill W
ill. Ⅳ

. c. 15 （1835

）.

（
31
）　International copyright law

: 12 G
eo. 2. C

. 38 

（1739

）, 1 &
 2 V

ict. C
. 59 

（1838

）, 7 V
ict. C

. 12 

（1844

）, 10 &
 11 V

ict. C
. 12 

（1847

）, 15 V
ict. c. 12 

（1852

）, 39 &
 40 V

ict. C
. 36. S. 42 （1876

）, 49 &
 50 V

ict. c. 33 （1886

）.

（
32
）　T

hom
as E

dw
ard Scrutton （1903

）, the L
aw

 of C
opyright 4

th edition p.114.

（
33
）　C

able v. M
arks ［1882

］ 47 L
. T. 432, 52 L

. J. C
h. 122.

（
34
）　M

aple v. Junior A
rm

y and N
avy Stores ［1882

］ 21 C
h. D

. 369.

（
35
）　C

hilton v. P
rogress P

rinting and P
ublishing C

o. ［1895

］ 2 C
h. 29.

（
36
）　B

oosey v. W
hight ［1900

］1 C
h. 122.

（
37
）　

一
八
六
二
年
法
に
関
し
て
は
、
前
文
の“the author of paintings...have no copyright in such their w

orks”

の
意
味
が
議
論
さ
れ
た
。
ス
ク
ラ
ッ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
未
発
行
の
コ
モ
ン
ロ
ー
の
適
用
が
同
法
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
（
前
掲
（
注
32
）
一
六
四
頁
）。

（
38
）　

前
掲
（
注
14
）
王
立
委
員
会
報
告
書
三
六
頁
。

（
39
）　

E
van Jam

es M
acG

illivray, “A
 T

reatise upon the L
aw

 of C
opyright （1902

）,” p168.

（
40
）　K

enrick v. L
aw

rence

［1890

］, 25 Q
B

D
,p99.

（
41
）　

マ
ク
ジ
リ
ブ
レ
ー
前
掲
（
注
39
）
同
頁
。

（
42
）　T

hom
as v. T

urner ［1886

］ 33 C
h. D

. 292.

（
43
）　

ス
ク
ラ
ッ
ト
ン
前
掲
（
注
32
）
一
八
二
頁
。

（
44
）　L

ongm
an v. W

inchester ［1809

］ 16 V
E

S. JU
N

.269, 33 E
ng. R

ep. 987, N
ov. 23d, 1809.

（
45
）　

ロ
ン
グ
マ
ン
事
件
判
決
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。T

he D
efendants had a right to cause such copy to be m

ade; as copying a w
ork, not original, but 
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containing lists and notes, com
m

on to everyone, desirous of m
aking an im

provem
ent in the sam

e （p987

）.
（
46
）　

同
上
九
八
七
頁
。
ま
た
、
同
判
決
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。T

he question before m
e is ... that in vast proportion of the w

ork of these D
efendants no 

other labour has been applied than copying the P
laintiff’s w

ork. If it is the fair of original labour: the subject being open to all the w
orld: but if it is 

a m
ere copy of an original w

ork, this C
ourt w

ill interpose against that invasion of copyright （p988

）. 

（
47
）　

後
掲
（
注
48
）
の
セ
イ
ヤ
ー
事
件
判
決
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。”If an erroneous chart be m

ade, G
od forbid it should not be corrected even 

in a sm
all degree, pp.140.

（
48
）　Sayre v. M

oore ［1785

］ 1 E
ast 361n., 102 E

ng. R
ep. 139n. （K

.B
. 1785, 16-18.

） 

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
裁
判
官
の
有
名
な
判
決
中
の
一
説
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。“the one, that m

en of ability, w
ho have em

ployed their tim
e for the service of the com

m
unity, m

ay not deprived of their just m
erits, and 

the rew
ard of their ingenuity and labour; other, the w

orld m
ay not be deprived of im

provem
ents, nor the progress of the arts be retarded.”

こ
の
頃

の
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
カ
プ
ラ
ン
のA

n U
nhurried V

iew
 of C

opyright

に
詳
し
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）　

な
お
、
編
集
著
作
物
に
関
し
て
は
、T

rade C
o. v. M

iddlesborough, &
c., A

ssociation 

［1889

］, 40 C
h. D

. at p.435.

に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。“there has 

been an abridgem
ent and m

ental w
ork and an am

ount of labour w
hich entitles the author of the w

ork...to a copyright.” 

（
50
）　G

yles v. W
ilcox ［1740

］ 26 E
ng. R

ep. 489, 957: B
arn. C

h. 368, 27 E
ng. R

ep. 682, M
arch 6.  

（
51
）　D

’A
lm

aine v. B
oosey ［1835

］ 1 Y. &
 C

. E
x. 288, 160 E

ng. R
ep. 117, 8, 20-21, 31.

（
52
）　

前
掲
（
注
51
）
に
掲
載
の
判
例
一
二
三
頁
。
ま
た
、“It m

ust depend on w
hether the air taken is substantially the sam

e w
ith the original.”

と
し
て
原
告
著

作
物
か
ら
取
り
込
ん
だ
部
分
の
本
質
的
同
一
性
を
問
題
に
し
て
い
る
（
同
頁
）。

（
53
）　

前
掲
（
注
6
）。

（
54
）　T

he B
oard of T

rade C
om

m
ittee’s R

eport on the L
aw

 of C
opyright （1909

）. 

同
委
員
会
の
委
員
長
の
名
前
を
と
っ
て
ゴ
ー
レ
ル
報
告
書
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ベ
ル

ヌ
条
約
ベ
ル
リ
ン
改
正
条
約
の
締
結
を
受
け
て
、
批
准
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
55
）　B

erne C
onvention （1886

） Art6

は
、
翻
訳
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。“L

aw
ful translation shall be protected as original w

orks.”

（
56
）　L

. C
. F. O

ldfield, the L
aw

 of C
opyright

（1911

）, 

四
一
頁
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。“the present A

ct does not fully adopt this provision, for it 

gives the sole translating right to the original author, and does not appear that unauthorized translations are in any w
ay protected. ..there is no 

conclusive judicial authority on the point.” 

な
お
、D

’A
lm

aine v. B
oosey （1835

）, 1Y. &
 C

. E
x. 288.
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（
57
）　L

ionel B
ently and B

rad Sherm
an, Intellectual P

roperty L
aw

 4
th E

dit （2014

）, p97.
（
58
）　D

irective 2001/29/E
C

 of the E
uropean P

arliam
ent and of the C

ouncil of 22 M
ay 2001 on the harm

onization of certain aspects of copyright and 

related rights in the inform
ation society. 

（
59
）　C

opyright, D
esigns and P

atents A
ct 1988, A

rt. 3A
 （2

）.

　
　
　

な
お
、
欧
州
裁
判
所
の
新
た
な
動
き
と
し
て
は
、
電
子
新
聞
の
記
事
の
一
部
（
一
一
文
字
）
の
著
作
物
性
に
関
し
て
、Infopaq Int. v. D

anske D
agblades F

orening, 

C
ase C

-5/08 
［2009

］ E
C

R1-6569

（E
C

J, F
ourth C

am
ber

が
あ
る
。
ま
た
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
関
し
て
は
、B

ezpecnostini softw
are 

associace-Svaz softw
areove orchrany v. M

inisterstvo kultury, C
ase C

-393/09 ［2011

］ EC
R

 1-1397

（E
C

J, T
hird C

ham
ber

参
照
。

（
60
）　

ベ
ン
ト
レ
ー
前
掲
（
注
57
）
同
頁
。

（
61
）　

同
上
。

（
62
）　L

adbroke v. W
illiam

 H
ill ［1964

］ 1 A
ll E

R
 465, 468.

（
63
）　B

B
C

 v. W
ireless L

eague G
azette P

ublishing C
o. ［1926

］ Ch 433.

　
　
　

ベ
ン
ト
レ
ー
教
授
は
、
単
な
る
労
働
の
要
素
が
創
作
性
を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。T

hat is, even though, in 

creating the table or com
pilation, the author m

ight not have exercised any ‘skill or judgem
ent’, nonetheless the w

ork m
ight still have been treated 

as original if the process of com
pilation involved a sufficient am

ount of （m
undane

） labour.

（
64
）　

ベ
ン
ト
レ
ー
前
掲
（
注
57
）
一
〇
三
頁
。

（
65
）　

同
上
九
七
頁
。

（
66
）　

同
上
。
な
お
、Interlego A

G
. v. Tyco Industries

［1989

］, A
C

 217, 263.

（
67
）　

前
掲
（
注
63
）
裁
判
例
。

（
68
）　W

alter v. L
ane

［1900

］, A
C

 539.

（
69
）　L

adbroke v. W
illiam

 H
ill

［1964

］, 1 A
ll E

R
 465, 469.

（
70
）　C

ornish, L
lew

lyn and A
plin, Intellectual P

roperty: P
atents, C

opyright, tradem
arks and A

llied rights, 8
th edit. （2013

）, p436, 438. 

デ
・
ミ
ニ
ミ
ス
の
法

理
（de m

inim
is non curat lex

）
と
は
、
些
細
な
も
し
く
は
あ
り
ふ
れ
た
表
現
を
法
的
保
護
の
対
象
か
ら
排
除
す
る
法
理
を
い
う
（B

lack L
aw

 D
ictionary, F

ifth 

edition

）。
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（
71
）　

同
上
。

（
72
）　

斉
藤
博
「
著
作
権
法
」（
有
斐
閣
）
第
三
版
七
五
頁
。
田
村
教
授
は
「
創
作
性
の
要
件
を
充
た
す
た
め
に
は
、
他
人
の
著
作
物
と
異
な
る
も
の
を
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
で

十
分
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
が
、「
他
人
の
著
作
物
と
異
な
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
「
個
性
の
発
揮
」
と
同
様
の
視
点
が
あ
る
（「
著
作
権
法
概
説
」（
有

斐
閣
））。

（
73
）　

同
上
同
頁
。
斉
藤
博
「
著
作
権
法
概
論
」（
勁
草
書
房
）
三
九
頁
。
最
判
昭
和
五
三
年
九
月
七
日
民
集
三
二
巻
六
号
一
一
四
五
頁
「
ワ
ン
レ
イ
ニ
ー
・
ナ
イ
ト
・
イ
ン
・
ト

ー
キ
ョ
ー
」
事
件
。
斉
藤
博
博
士
は
、「
著
作
物
は
著
作
者
の
精
神
的
創
作
物
で
あ
り
、
著
作
者
の
人
格
の
発
露
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
作
物
は
財
産
価
値
を
有
す
る

と
同
時
に
人
格
価
値
を
有
し
、
著
作
者
人
格
権
は
著
作
物
の
そ
の
よ
う
な
人
格
価
値
の
面
を
客
体
と
す
る
。」
と
し
て
、
著
作
物
が
両
価
値
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

お
ら
れ
る
（
前
掲
（
注
72
）
斉
藤
著
作
権
法
概
論
六
七
頁
）。
た
だ
、
同
博
士
は
創
作
性
判
断
に
財
産
的
要
素
を
持
ち
込
む
こ
と
を
許
容
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
74
）　

ち
な
み
に
、
中
山
信
弘
教
授
は
、
創
作
概
念
を
「
思
想
・
感
情
の
流
出
物
」
と
し
て
の
個
性
で
は
な
く
、「
表
現
の
選
択
の
幅
」
と
と
ら
え
て
い
る
（「
著
作
権
法　

第
二
版
」

（
有
斐
閣
）
六
五
頁
）。
同
教
授
は
、
創
作
性
を
「
個
性
の
発
揮
」
で
は
な
く
「
創
作
の
幅
」
と
い
う
観
点
か
ら
再
構
成
し
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。
著
作
権
は
、
誰
が
や
っ
て

も
同
じ
結
果
に
た
ど
り
着
く
も
の
で
は
な
く
、
他
人
と
は
異
な
る
結
果
を
生
じ
る
蓋
然
性
の
高
い
創
作
活
動
を
奨
励
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
根
拠
を
お
い
て
お
ら
れ
る
。
創
作

性
概
念
の
客
観
化
を
目
指
さ
れ
る
点
は
評
価
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、創
作
の
多
様
性
の
幅
の
広
い
場
合
と
狭
い
場
合
と
で
、何
故
判
断
基
準
が
異
な
る
の
か
、

そ
れ
を
正
当
化
す
る
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
。
著
作
物
の
性
質
を
問
わ
ず
に
一
律
に
著
作
権
の
人
格
的
価
値
が
軽
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
疑
問
が
残
る
。
著
作
権
が

人
格
権
に
由
来
す
る
権
利
で
あ
り
、
そ
の
財
産
的
価
値
と
と
も
に
人
格
的
価
値
も
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

田
村
善
之
教
授
は
、
著
作
権
制
度
の
趣
旨
は
、
よ
り
容
易
に
対
価
を
貫
流
す
る
手
段
を
著
作
権
者
に
与
え
て
、
創
作
活
動
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
る
と
こ

ろ
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
（「
著
作
権
法
概
説　

第
二
版
」（
有
斐
閣
）
六
頁
）。
い
わ
ゆ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
作
物
は
著
作
者
の
精
神
的
所
産

で
あ
り
、
著
作
権
が
人
格
権
に
由
来
す
る
権
利
で
あ
る
と
理
解
す
る
と
、
著
作
権
に
は
民
主
的
な
決
定
を
も
っ
て
し
て
も
侵
害
し
得
な
い
本
質
が
あ
る
。
米
国
の
よ
う
に
憲
法

に
著
作
権
条
項
が
あ
る
場
合
（A

rt 1, Sec 8, C
lause 8

）
は
、
著
作
権
制
度
の
内
容
を
立
法
府
が
決
定
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
制
約
が
あ
り
、
権
利
侵
害
に
な
ら
な

い
必
要
最
小
限
の
制
限
の
み
が
許
容
さ
れ
る
。
立
法
府
の
権
限
は
お
の
ず
か
ら
制
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
よ
う
に
憲
法
に
そ
の
よ
う
な
条
項
を
も
た
な
い

場
合
（
勿
論
、
人
格
権
に
由
来
す
る
と
し
て
一
三
条
の
幸
福
追
求
権
や
二
九
条
一
項
、
二
項
の
財
産
権
の
保
障
に
根
拠
を
求
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
）、
著
作
権
の
内
容
を

立
法
府
が
自
由
に
決
定
で
き
る
と
す
る
と
人
格
権
に
由
来
す
る
権
利
の
本
質
を
奪
う
な
ど
著
作
権
の
本
質
を
脆
弱
化
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
論
が
著
作
権

の
財
産
的
、
啓
蒙
的
価
値
に
着
眼
し
た
点
は
評
価
で
き
る
と
し
て
も
、
な
お
こ
の
点
疑
問
が
残
る
。

（
75
）　

島
並
良
・
上
野
達
弘
・
横
山
久
芳
「
著
作
権
法
入
門
」（
有
斐
閣
）
二
九
頁
。



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

一
七
〇

英
国
著
作
権
法
に
お
け
る
創
作
性
概
念
の
形
成

九
七
八

（
76
）　

横
山
久
芳
「
編
集
著
作
物
概
念
の
現
代
的
意
義－

﹃
創
作
性
﹄
の
判
断
構
造
の
検
討
を
中
心
と
し
て
」（
著
作
権
研
究
三
〇
号
一
五
六
頁
）。

（
77
）　

斉
藤
博
「
人
格
権
法
の
研
究
」（
一
粒
社
）
一
六
八
頁
、
二
二
八
頁
以
下
。

（
78
）　

同
上
二
三
二
頁
。

（
79
）　

同
上
五
八
頁
以
下
。

（
80
）　

中
山
前
掲
（
注
74
）
七
一
頁
。

（
81
）　

我
妻
栄
「
債
権
各
論
下
巻
一
（
民
法
講
義
Ｖ
４
）」（
岩
波
書
店
）
九
四
四
頁
。

（
82
）　

同
上
九
三
二
頁
。


